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浜松医科大学医学部附属病院

令和８年２月５日
第２回静岡県循環器病対策推進協議会

資料２－１



浜松医科大学医学部附属病院は、厚生労働省から「脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業」の医療機関に選定された。脳
卒中・心臓病等総合支援センター（浜松医科大学医学部附属病院）、静岡県（静岡県循環器病対策推進協議会、各部会を含
む。）と関係機関が連携し、県内全域の包括的な支援体制を構築するよう取り組んでいる。

浜松医科大学医学部附属病院

静岡県

脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業（静岡県）

脳卒中・心臓病等
総合支援センター

県内全域の患者、地域住民の包括的な支援体制の構築

実施事業
への協力

状況報告
協力依頼

脳卒中・心臓病等総合支援セン
ターの設置・運営

　（周知資料の作成を含む）
県民への脳卒中・心臓病等の
普及啓発
県内全域を対象とした人材育成
相談支援資材作成

協議会・部会等による支援センターの取組推進
支援センターの周知
県関係団体、医療機関等への協力依頼
支援センターの横展開の働き掛け

県内関係機関

中核医療機関
(各地域)

県医師会・病院協会

かかりつけ医・薬局・
介護事業所等

各病期を担う病院

各関係団体

県循環器病対策推進協議会

脳卒中部会

支援センターへの協力
　　(周知、事業への協力)

地域の支援体制の強化
　　(人材育成、体制整備)

＜体制＞
・責任者
・副責任者
・脳卒中と心臓病に
　精通した相談員
＋各診療科医師が支援

・ストロークチーム
・ハートチーム
・ブレインハートチーム

連携

心血管疾患部会

県循環器病対策推進計画に
基づく各種事業を連携して実施

連携

参画

静岡社会健康医学
大学院大学
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　モデル事業の取組（浜松医科大学医学部附属病院）

医療福祉支援センター
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①相談窓口の設置、②センターホームページの開設、③県民公開講座の開催、④医療従事者向け研修会の開催、
⑤各種資材等の検討に取り組んでいる。

　スケジュール

10月
• 医療福祉支援センターに相談窓口を開設

10～11月

• 脳卒中・心臓病等総合支援センターホーム
ページを開設

• コンテンツの公開（2月中の予定）

11月～２月

• 医療従事者向け研修会の開催　　
• 各種資材等の検討

• 県民公開講座の開催
3月
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　①脳卒中・心臓病等総合支援センター相談窓口の設置　
１　名称 
　　脳卒中・心臓病等総合支援センター
　（浜松医科大学医学部附属病院）
 

２　開設日 
　　令和７年10月１日（水） 
３　電話番号 
　　053-435-2600
４　対応時間 
　　月曜日～金曜日（土日祝と年末年始を除く）
　　８:30～17:00
5　相談について
　　 件数：9件（令和7年12月末まで）
　　 概要：心不全・独居患者
　　　　　　　  日常生活用具でパルスオキシメーターを
　　　　　　　  購入するにあたり、身寄りがないため行
　　　　　　　  政に依頼して購入支援をした。
　　　　　　　心疾患・独居患者
　　　　　　　　親族は遠方で医療費等の心配があり
　　　　　　　　ご相談。傷病手当金等の制度や手続
　　　　　　　　きを説明し、心配事の傾聴をした。
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　②脳卒中・心臓病等総合支援センターホームページを開設　

https://www.hama-med-noushin-center.jp/



　③医療従事者向け研修会の開催　　

　　●心血管疾患関連Webセミナー（医療従事者向け）

　　　　日時：2025年10月22日（水）19：00 ～ 20：00
　　　　講師：浜松医科大学医学部附属病院　　循環器内科　講師　　成瀬　代士久
　　　　演題：心房細動のトータルマネージメント ～生活習慣の管理から脳卒中の予防まで～
　　　　参加：申込164名、出席104名

　　●脳卒中関連Webセミナー（医療従事者向け）
　　　　日時：2025年11月19日（水）19：00 ～ 20：00
　　　　講師：浜松医科大学医学部附属病院　　脳神経外科　特任講師　　根木　宏明
　　　　演題：循環器病としての脳卒中管理 ～急性期から慢性期まで～
　　　　参加：申込138名、出席85名

6



7

日時：2026年3月29日（日）13:00～16:00
場所：クーポール会館３階　３－A
　　　　（静岡市葵区紺屋町２－２）
講演：①高齢化社会と心臓弁膜症
　　　　　　静岡市立静岡病院　循環器内科
　　　　　　　 主任科長　村田　耕一郎先生
　　　　 ②脳卒中の予防と治療　最近の話題
　　　　　　富士脳障害研究所附属病院
             　院長　塩川　芳昭 先生
その他：関係団体による相談会を開催
　　　　　　・静岡県歯科医師会
　　　　　　・静岡県看護協会
　　　　　　・静岡県栄養士会

　④県民公開講座の開催　



　⑤各種資材等の検討　　

　　●脳卒中ノートについて（資料２－２）

　　●啓発資材のポスターについて（資料２－３）

　　●その他の資材について（資料２－４、２－５）
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表紙イメージ

　脳卒中ノート　（資料２－２）　
● はじめに
● 脳卒中とは
　　　脳卒中とは
　　　脳梗塞
　　　脳出血
　　　くも膜下出血

● 脳卒中を疑う
　　　突然こんな症状が出たら
　　　脳卒中を疑った時の行動

● 脳卒中を治す
　　　脳卒中の治療

● 脳卒中は(再発)予防が重要
　　　脳卒中(再発)予防の重要性
　　　脳卒中予防十か条
　　　生活習慣: 減塩と禁煙
　　　合併症に注意する
　　　(合併症チェックリスト)
　　　かかりつけ医の存在

● リハビリテーション
　　　運動療法
　　　嚥下障害への対応
　　　嚥下体操
　　　手や足のつっぱり
　　　装具療法
　　　装具のチェックしてますか？

● 社会復帰と暮らしに役立つ情報
　　　家庭で注意してほしいこと
　　　在宅療養
　　　社会復帰支援の流れ
　　　就業・就学のために
　　　自動車運転再開支援
　　　有用な社会資源
　　　(自宅改修、福祉用具など)
　　　ライフステージに応じた支援

● わたしの記録
　　　わたしの記録
　　　わたしの治療記録

(入院、重要な薬)
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　啓発資材のポスター　（資料２－３）　

目的 心筋梗塞等の初期症状を県民に啓発し、迅速かつ適切な救急要請
等につなげる。

概要 心筋梗塞等の初期症状に気付くための啓発資材を作成する。

活用方法 消防、市町、医療機関等を通じて、県民の目の届くところに掲示する
等して啓発を行う。

目的 脳卒中の初期症状を県民に啓発し、迅速かつ適切な救急要請等に
つなげる。

概要 脳卒中の初期症状に気付くための啓発(FAST等)資材を作成する。

活用方法 消防、市町、医療機関等を通じて、県民の目の届くところに掲示する等
して啓発を行う。

脳卒中

心血管疾患

●脳卒中を疑うような症状（片側の顔や手足が動きにくい、ろれつが回らない、激しい頭
痛）が出現した場合、本人や家族等周囲にいる者が速やかに受診行動をできるよう
に、県民への脳卒中の正しい知識を普及啓発します。

●「FAST」などを活用した脳卒中の初期症状に気付くための啓発を行うとともに、脳卒
中の発症時の対応に関する情報提供を推進していきます。

●急性心筋梗塞や大動脈瘤・解離を疑うような症状（20分以上続く激しい胸痛等） 
   が出現した場合、本人や家族等周囲にいる者が速やかに救急要請し、胸骨圧迫や
　 AEDによる電気的除細動の実施ができるように、県民への普及啓発を更に推進しま
　 す。
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　その他の資材　（資料２－４）

シール大 シール小

名刺サイズ
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　その他の資材　（資料２－５）


